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(57)【要約】
　本発明は、着用者に光線療法を提供するための眼鏡を
提供する。眼鏡のレンズ又はフレームは、電源、センサ
ー、プロセッサ、及び眼鏡内に収容された他構成要素と
論理的及び電気的に導通している埋め込まれた光源を特
徴とする。



(2) JP 2014-509227 A 2014.4.17

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光線療法を施すための装置であって、
　人間が着用するのに適切な大きさで１枚又は２枚以上の光学レンズを固定する眼鏡フレ
ームと、
　前記眼鏡フレームの着用者の眼に治療光をもたらすように固定して取り付けられた１つ
又は２つ以上の光源と、
　を含み、前記治療光が青色光を含む、装置。
【請求項２】
　前記光源が４５０～５００ナノメートルの波長で青色光を放射する、請求項１に記載の
装置。
【請求項３】
　前記光源が４７０～４８０ナノメートルの波長で青色光を放射する、請求項２に記載の
装置。
【請求項４】
　前記光源が約２，０００～３，０００ルクスの光を放射する、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記光源が４７５～５２５ナノメートルの波長で緑色光を放射する、請求項１に記載の
装置。
【請求項６】
　前記光源が４９０～５１０ナノメートルの波長で緑色光を放射する、請求項５に記載の
装置。
【請求項７】
　前記ライトが約３００～４００ルクスの光を放射する、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記光源が１つ又は２つ以上の発光ダイオードを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記装置が１本又は２本以上の光パイプを含む、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記１本又は２本以上の光パイプが光ファイバー経路を含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記光源が前記１枚又は２枚以上の光学レンズの少なくとも一部に前記青色光を放射す
る、請求項４に記載の装置。
【請求項１２】
　前記光源が前記１枚又は２枚以上の光学レンズの少なくとも一部に前記青色光を放射す
る、請求項７に記載の装置。
【請求項１３】
　前記眼鏡フレームの前記着用者の前記眼にもたらされる光量を制御するための機構を更
に含む、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記光量を制御するための機構が、前記眼鏡フレームの前記着用者によって調整され得
る、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記光量を制御するための機構が、デジタルソフトウェアを実行するプロセッサによっ
て調整され得る、請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記光量を制御するための機構が、前記眼鏡フレームの着用者の血液中で測定されたメ
ラトニンの量に基づいて調整され得る、請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記光量を制御するための機構が、前記眼鏡フレームの着用者がさらされる周辺光の量
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に基づいて調整され得る、請求項１３に記載の装置。
【請求項１８】
　周辺光の量を測定するために前記眼鏡フレームに取り付けられたセンサーを更に含み、
前記センサーが周辺光の量を示す電気信号を前記プロセッサに提供する、請求項１７に記
載の装置。
【請求項１９】
　前記１つ又は２つ以上の光源と電気的に導通する電源を更に含む、請求項１に記載の装
置。
【請求項２０】
　前記電源が充電式電池を含む、請求項１９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本出願は、２０１１年２月４日に出願された米国仮特許出願第６１／４３９，４０３号
、及び２０１２年１月３１日に出願された米国特許出願第１３／３６２，２６９号に対す
る優先権を主張し、これらの内容は依拠され参照により組み込まれる。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、季節性情動障害（ＳＡＤ）の治療及び他の目的のための光線療法提供機構に
ついて説明する。より具体的には、いくつかの実施形態において、本発明は、光線療法を
インテリジェントに提供するための機構を含む眼鏡を提供する。
【背景技術】
【０００３】
　季節性情動障害（ＳＡＤ）は、患者が特定の季節（最も頻繁には冬季）に抑鬱症状を経
験する、周知の気分障害である。ＳＡＤの患者は、一年の大部分の期間においては通常の
精神的健康状態を有することが多い。ＳＡＤの症状としては、過眠、気力不足、炭水化物
渇望、集中力低下、及び社会的活動からの撤退等が挙げられるが、これらに限定されない
。これらの症状は、落ち込み感、絶望感、悲観的感情、及び喜びの欠如をもたらす。
【０００４】
　季節要因の気分の変化は、光にさらされることの変化に関係していると考えられている
。日照時間が少ない、日射強度が低い、又は曇天期間が非常に長い、北極地帯等の地理的
領域は、より多くのＳＡＤの発生を呈する。成人人口におけるＳＡＤ患者数の変動は米国
内で顕著であり、低率のフロリダ州及び他の陽光に満ちあふれた州から、著しく高率のア
ラスカ州、ニューハンプシャー州、及び他の北部、つまり曇天の多い地域までの幅がある
。
【０００５】
　光線療法は研究が続けられており、標準的な、つまり冬ベースの季節性情動障害に対す
る主な効果的治療として確立している。光線療法は、標準的な白熱灯よりも著しく多くの
ルーメンを放出する装置を使用する。一般的な実施態様には、１０，０００ルクスの好ま
しい、明るい白色のフルスペクトル光、又は任意に４８０ｎｍの波長、２，５００ルクス
の青色光又は５００ｎｍの波長、３５０ルクスの緑色光を含む。光線療法では、通常、患
者は、毎日３０～６０分間、光源から所定の距離で眼を開いて座る必要がある。この季節
的治療は、患者が自然光に頻繁にさらされるようになるまで数週間にわたって持続される
。患者の大部分はこの治療が面倒であると考えており、したがって、かなりの割合（いく
つかの調査では、最大１９％）が治療を中止する。したがって、より簡便で、継続的かつ
合理的な方法で光線療法を提供するために、新たな方法及びアプローチが望ましい。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　すなわち、本発明は、着用者に光線療法を提供できる眼鏡を含む。眼鏡のレンズ又はフ
レームは、電源、センサー、プロセッサ、及び眼鏡のテンプル内に収容された他構成要素
と論理的及び電気的に導通している埋め込まれた光源を特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明のいくつかの実施形態による、レンズに埋め込まれた光源を備え、テンプ
ル内に収容された他の支援電子機器を備える眼鏡の背面図を例示する。
【図２】本発明のいくつかの実施形態による、レンズに埋め込まれた光源を備える眼鏡の
正面図を例示する。
【図３】本発明のいくつかの実施形態による、埋め込まれた光源を備える眼鏡レンズの拡
大図を例示する。
【図４】本発明のいくつかの実施形態による、眼鏡フレームに取り付けられた、埋め込ま
れた光源を備える眼鏡レンズの拡大図を例示する。
【図５】本発明のいくつかの実施形態による、支援電子機器を収容する眼鏡のテンプル片
の一部を例示する。
【図６】本発明のいくつかの実施形態による、支援電子機器を示すために開放された、眼
鏡のテンプル片の一部を例示する。
【図７】本発明のいくつかの実施形態による、眼鏡のテンプル片内からの支援電子機器の
片側を例示する。
【図８】本発明のいくつかの実施形態による、眼鏡のテンプル片内からの支援電子機器の
第２の側を例示する。
【図９】本発明のいくつかの実施形態による、フレームに埋め込まれた光源を備える眼鏡
の底面図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明は、埋め込まれた光源を備える眼鏡を用いて光線療法を提供するための方法及び
装置を含む。
【０００９】
　以下の各項では、本発明の実施形態のより詳細な説明を与える。好ましい実施形態及び
代替の実施形態の両方の説明は、代表的な実施形態に過ぎず、変形、修正、及び代替が当
業者にとって明白であり得ることが理解される。したがって、上述した代表的な実施形態
は、基礎となる発明の範囲を限定するものではないと理解されるべきである。
【００１０】
　用語解説
　本発明を対象とする本説明文及び特許請求の範囲においては様々な用語が使用され得る
が、これらには以下の定義が適用される。
【００１１】
　インテリジェントな光線療法：本明細書で使用する場合、プロセッサが様々なデータを
評価し、データ分析に基づいて、プログラム化された光線療法スケジュールに対して補正
的調整を動的に行う光線療法を提供する方法を指す。ユーザーが周辺光にさらされること
に基づいた光線療法の調整は、インテリジェントな光線療法の一例である。
【００１２】
　光線療法：本明細書で使用する場合、様々な装置を使用して制御され、特定の期間、指
定の強度で、場合によっては指定の時刻に投与される特定の波長の光にさらされることを
指す。
【００１３】
　ルクス：本明細書で使用する場合、国際単位系（ＳＩ）における照度の単位を指す。ル
クスは、領域当たりの光量の測定値をもたらす。１ルクスは、１ルーメンが１平方メート
ルの領域に均一に分配された場合にもたらされる照明量である。これは、１本の国際燭の
点光源から１メートルの位置にあるすべての表面点に存在する照明にも等しい。１ルクス
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は、０．０９２９フートキャンドルに等しい。
【００１４】
　光学ゾーン：本明細書で使用する場合、眼科用レンズの装用者がそこを通して見ること
になる、眼科用レンズの領域を指す。
【００１５】
　プログラム化された光線療法スケジュール：本明細書で使用する場合、日付、地理的地
域、及びユーザーの季節性情動障害の症状の重症度等の変数に基づいて光線療法のタイミ
ング、期間、及び強度を制御する一連の自動命令を指す。プログラム化された光線療法ス
ケジュールは、アイケア専門家、医師、又はユーザーによって設定され得る。
【００１６】
　季節性情動障害（ＳＡＤ）：本明細書で使用する場合、太陽光にさらされることが限定
的な季節に発現し、鬱状態の症状という特徴があり、春の到来又は光線療法によって緩和
される気分障害を指す。通常冬季に経験する、再発性の鬱状態は、太陽の欠如に関係する
と考えられている。
【００１７】
　ここで図１を参照すると、レンズ１０３に埋め込まれた光源１０２を備える眼鏡フレー
ム１０１の背面図が例示される。光源１０２は、レンズ１０３の表面に取り付けられても
よい。光源１０２は、４５０～５００ナノメートル、最も好ましくは４７０～４８０ナノ
メートルの波長、かつ２，０００～３，０００ルクスで青色光を放射する発光ダイオード
（ＬＥＤ）又は他のライトを含んでよい。あるいは、ＬＥＤ又は他のライトは、４７５～
５２５ナノメートル、最も好ましくは４９０～５１０ナノメートルの波長、かつ３００～
４００ルクスで緑色光を放射してよい。更に、光源１０２は、次のことを可能にする任意
の他の方法で固定されてよい。
【００１８】
　別の実施形態では、単一の光源は、パイプを通して眼鏡レンズ１０３又は眼鏡フレーム
１０１内の１つ又は２つ以上の位置に送られ、照明をもたらしてよい。光パイプには、例
えば光ファイバー経路が含まれてよい。
【００１９】
　照らされた光源の例は、１０４において例示される。光源１０２は、照明が観察者にわ
からないように、着用者の眼に向かって照明をもたらす。
【００２０】
　別の実施形態では、光源１０２は、光がレンズ１０３に向かうように位置付けられる。
レンズ１０３は、光が特に向けられる領域における光散乱特性又はレンズ１０３を通じた
光散乱特性を含んでよい。光散乱領域は、回折特性、屈折特性、反射特性、又は回折特性
、屈折特性、及び反射特性の任意の組み合わせを含んでよい。光散乱領域は、光を拡散す
るように作用し、ユーザーの眼に入る前にまぶしい光線ではなく、柔らかな輝きを示すよ
うにする。いくつかの好ましい実施形態では、光散乱領域は、眼鏡レンズ１０３の周辺部
領域内に環を形成してよく、光散乱領域とレンズ１０３の中央部分の光学ゾーンとの間に
内部バリアを含んでよい。内部バリアは、光線療法を目的とする光がレンズ１０３の光学
ゾーンに分散しないようにして、光線療法の発光の正視への影響を最小化する。更に他の
実施形態では、レンズ１０３全体が、埋め込まれた光源１０２によって放射される波長の
光のみが分散するように設計された光散乱特性を含む。この実施形態は、正視に影響する
であろう光波長の分散を生じさせずに、光線療法を目的とする光波長の最大限の分散に対
応する。レンズ１０３は、ユーザーの光線療法又は視力を低下させずに、観察者がすぐに
光線療法の発光に気付かないように保護するコーティングを含んでよい。
【００２１】
　本実施形態では、光源１０２は、導電路１０５によって互いに接続される。導電路１０
５は、レンズ１０３内に埋め込まれたワイヤーであってよいか、パッド印刷、スパッタコ
ーティング、蒸着、又は他の既知の方法によってレンズ１０３の表面に適用された、例え
ば、金、銅、銀、若しくは他の金属等の導電材料又は導電繊維であってよい。導電路１０
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５は、テンプル片１０９の片方又は両方の内部に収容された支援電子機器と電気的及び論
理的に導通している。いくつかの実施形態では、支援電子機器は、例えば、蝶番付近の領
域１０７、レンズの上のフレーム１０８内、ブリッジ１１０内、イヤパッド１１１内、又
は他の領域等眼鏡の他の領域に収容できるように最小化される。
【００２２】
　１つ又は２つ以上の光センサー１０６は、周囲の白色光、青色光、又は緑色光の検出に
用いられる。光センサー１０６は、蝶番１０７付近の眼鏡フレーム１０１内、レンズの上
のフレーム１０８内、テンプル片１０９内、ブリッジ１１０内、又はセンサー１０６が髪
等によって遮られないであろう他の適切な領域に配置されてよい。光センサー１０６は、
テンプル片１０９の片方若しくは両方、又は眼鏡の他領域に収容される支援電子機器と電
気的及び論理的に導通している。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、ユーザーが光線療法のタイミング、期間、及び強度を調整で
きるようにするために、スイッチ又はボタン等のユーザー制御素子１１２が設けられる。
１つ又は２つ以上のユーザー制御素子１１２は、テンプル片１０９、又は例えば、蝶番付
近の領域１０７、レンズの上のフレーム１０８内、ブリッジ１１０内、イヤパッド１１１
内、若しくは他の領域等の眼鏡の他の領域に存在してよい。いくつかの実施形態は、適切
な時期に治療を開始し、中断するユーザーによって光線療法が手動で制御されるという基
本的な操作状態を提供する。
【００２４】
　本実施形態によると、プログラム化された光線療法スケジュールは、例えば、日付、地
理的地域、及びユーザーの季節性情動障害の症状の重症度等の変数に基づいて、光線療法
のタイミング、期間、及び強度を自動的に調整され得る。プログラム化された光線療法ス
ケジュールは、アイケア専門家、医師、又はユーザーによって設定され得る。プログラム
化された光線療法の期間中、ユーザーが、例えば、読書中、コンピュータでの作業中、又
は運転中に光の強度を弱める等、行動に基づいて光の強度を調整することが望ましい場合
がある。反対に、仕事の休憩時間、昼休みの間、又は他の視覚的活性の低い期間中には、
光の強度を強めることが望ましい場合がある。いくつかの実施形態では、インテリジェン
トな光線療法は、プロセッサがプログラム化された光線療法スケジュールに対する手動で
の変更を評価し、治療の期間及び強度を補正的に調整する場合に提供される。更に他の実
施形態では、インテリジェントな光線療法は、光センサー１０６からのデータがプロセッ
サによって分析され、着用者が周辺光にさらされることに基づいてプログラム化された光
線療法スケジュールが動的に調整される場合に達成される。
【００２５】
　本発明の別の実施形態では、ユーザーは、メラトニン濃度の血液検査の結果に基づいて
光線療法を手動で調整してよい。松菓体から分泌されるメラトニンは、光によって抑制さ
れ、暗闇で増加する。メラトニン濃度が高いと、季節性情動障害の症状である、眠気及び
倦怠感が促進される。患者の血中メラトニン濃度の分析は、光線療法を増減させるための
手掛かりとして使用され得る。
【００２６】
　更に他の実施形態では、ユーザーは、光線療法を手動で調整して、睡眠周期を意図的に
変更してよい。睡眠周期を変更するために光線療法を用いることは、夜勤で働く人々、著
しく異なる時間帯に旅行する人々、夜間作業に備える軍関係者、及び他の用途にとって有
益であり得る。更に、起床時にユーザーによって開始された光線療法は、遅延睡眠期症候
群（ＤＳＰＳ）及び非２４時間睡眠覚醒症候群等の概日リズム障害の治療に使用され得る
。
【００２７】
　ここで図２を参照すると、レンズ２０３に埋め込まれた光源２０２を備える眼鏡フレー
ム２０１の正面図が例示される。光源２０２は、導電路２０４によって互いに接続される
。
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【００２８】
　ここで図３を参照すると、導電路３０３によって接続されている埋め込まれた光源３０
２を備える単一の眼鏡レンズ３０１の拡大図が例示される。本願に記載の実施形態は、レ
ンズ３０１ごとに８個の光源３０２を示すが、他の実施形態は、レンズ３０１ごとにより
少ない又は多い光源３０２を含んでよく、レンズ３０１内の様々な位置又はパターンの光
源３０２を含んでよい。尺度感を提供するために、レンズ３０１は、基準となる米国の２
５セントコイン３０４上に配置して示される。この図には、光源３０２と支援電子機器と
の間に電気的導通を提供するための機構は示されていない。電気的導通は、例えば、眼鏡
のテンプルに配置された光源との間の導電接触、導線、導電性リボンワイヤー、又はイン
ダクタンス等の無線モードによってもたらされてよい。インダクタンスは、例えば、レン
ズ又はレンズフレームに配置されたアンテナ、テンプル片又は他のアンテナに隣接する場
所からの電力を伝送する電源によって達成されてよい。
【００２９】
　ここで図４を参照すると、眼鏡フレーム４０４に取り付けられ、導電路４０３によって
接続されている埋め込まれた光源４０２を備える単一の眼鏡レンズ４０１の拡大図が例示
される。
【００３０】
　ここで図５を参照すると、支援電子機器を収容する眼鏡テンプル片５０１の一部の拡大
図が例示される。テンプル片５０１は、間隙５０２によって明確に示されるように、完全
には閉鎖されていない。ＵＳＢコネクタ５０３は、例えば、テンプル片５０１内の電池の
充電等の電気的接続に用いられる。ＵＳＢコネクタ５０３は、例えば、ユーザー固有のプ
ログラム化された光線療法スケジュールの読み込み又は支援電子機器によって保存された
使用データ及びセンサーデータの読み込み解除等の論理的通信にも用いられる。テンプル
片５０１が眼鏡フレームに連結する位置である蝶番領域５０４は、見える状態である。尺
度感を提供するために、テンプル片５０１は、基準となる米国の２５セントコイン５０５
に近接して表示される。
【００３１】
　ここで図６を参照すると、支援電子機器のケーシングの上半分６０２が取り外された状
態で、眼鏡のテンプル片６０１の拡大図が例示される。支援電子機器６０３を含む回路基
板は、電池６０４、プロセッサ６０５、及びＵＳＢコネクタ６０６を含んで表示される。
配線６０７は、支援電子機器６０３と、光源及び光センサー等の他構成要素との間の論理
的及び電気的導通をもたらす。テンプル片６０１が眼鏡フレームに連結する蝶番領域６０
８は、見える状態である。尺度感を提供するために、テンプル片６０１は、基準となる米
国の２５セントコイン６０９に近接して表示される。
【００３２】
　ここで図７を参照すると、支援電子機器７０１を含む回路基板の第１の側の上面図が例
示される。回路基板７０１は、図５及び６に示されたケーシングから取り外された状態で
示される。回路基板７０１は、電池７０２と、プロセッサ７０３と、電力端子７０４と、
ＵＳＢコネクタ７０５と、を含む。電力端子７０４に接続された配線７０６は、回路基板
７０１上の支援電子機器と、光源及び光センサー等の他構成要素との間の論理的及び電気
的導通をもたらす。プロセッサ７０３は、例えば、メモリに保存された、プログラム化さ
れた光線療法スケジュールを実行するため、光センサーデータを分析して、着用者が周囲
光にさらされることに基づいて固有の光線療法スケジュールを決定するため、プログラム
化された光線療法スケジュールに対する手動での変更を評価して、補正的調整を行うため
、並びに光源及び光センサーのデータを分析して装置の故障を検出するために使用され得
る。電力端子７０４のおかげで配線７０６の接続が可能になり、回路基板７０１上の支援
電子機器と、光源及び光センサー等の他構成要素との間の論理的及び電気的導通が実現す
る。尺度感を提供するために、回路基板７０１は、基準となる米国の２５セントコイン７
０７に近接して表示される。
【００３３】
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　ここで図８を参照すると、支援電子機器８０１を含む回路基板の第２の側の上面図が例
示される。回路基板８０１は、図５及び６に示されたケーシングから取り外された状態で
示される。回路基板８０１は、メモリ８０２、コンデンサ８０３、及び電力端子８０４を
含む。図７のＵＳＢコネクタ（７０５）は、図８では８０５において見られる。尺度感を
提供するために、回路基板８０１は、基準となる米国の２５セントコイン８０６に近接し
て表示される。メモリ８０２は、非限定的な例として、事前にプログラム化された光線療
法スケジュールを保存するため、光センサーによって捕捉されたデータを保存するため、
実際の光線療法の日付、時刻、期間、及び強度を保存するため、並びに装置の故障を検出
するために光源及び光センサーの動作に関するデータを保存するために使用され得る。
【００３４】
　ここで図９を参照すると、レンズ９０３の上の眼鏡フレーム９０１に埋め込まれた光源
９０２を備える眼鏡フレーム９０１の底面図が例示される。光源９０２は眼鏡フレーム９
０１内に埋め込まれてよいか、眼鏡フレーム９０１の表面に取り付けられてよい。光源９
０２は、導電路（図９には例示されていない）によって互いに接続される。導電路は、眼
鏡フレーム９０１内に埋め込まれたワイヤーであってよいか、パッド印刷、スパッタコー
ティング、蒸着、又は他の既知の方法によって眼鏡フレーム９０１の表面に適用された、
例えば、金、銀、銅、若しくは他の金属材料等の導電材料又は導電繊維であってよい。導
電路は、光源９０２が、テンプル片９０４の片方又は両方に収容された支援電子機器と電
気的及び論理的に導通できるようにする。いくつかの実施形態では、支援電子機器は、例
えば、蝶番付近の領域９０５、レンズの上のフレーム９０１内、ブリッジ９０６内、イヤ
パッド（図９には例示されていない）内、又は他の領域等の眼鏡の他の領域に収容できる
ように最小化される。光源９０２は、光がレンズ９０３上に向けられるように位置付けら
れる。レンズ９０３は、光が特に向けられる領域における光散乱特性又はレンズを通じた
光散乱特性を含んでよい。光散乱領域は、回折特性、屈折特性、反射特性、又は回折特性
、屈折特性、及び反射特性の任意の組み合わせを含んでよい。光散乱領域は、光を拡散す
るように作用し、ユーザーの眼に入る前にまぶしい光線ではなく、柔らかな輝きを示すよ
うにする。レンズ９０３は、ユーザーの光線療法又は視力を低下させずに、観察者がすぐ
に光線療法の照明に気付かないように保護するコーティングを含んでよい。
【００３５】
　結論
　上述され、以下の特許請求の範囲によって更に定義される本発明は、埋め込まれた光源
を備える眼鏡を用いて光線療法を提供するための方法及び装置を提供する。
【００３６】
〔実施の態様〕
（１）　光線療法を施すための装置であって、
　人間が着用するのに適切な大きさで１枚又は２枚以上の光学レンズを固定する眼鏡フレ
ームと、
　前記眼鏡フレームの着用者の眼に治療光をもたらすように固定して取り付けられた１つ
又は２つ以上の光源と、
　を含み、前記治療光が青色光を含む、装置。
（２）　前記光源が４５０～５００ナノメートルの波長で青色光を放射する、実施態様１
に記載の装置。
（３）　前記光源が４７０～４８０ナノメートルの波長で青色光を放射する、実施態様２
に記載の装置。
（４）　前記光源が約２，０００～３，０００ルクスの光を放射する、実施態様３に記載
の装置。
（５）　前記光源が４７５～５２５ナノメートルの波長で緑色光を放射する、実施態様１
に記載の装置。
【００３７】
（６）　前記光源が４９０～５１０ナノメートルの波長で緑色光を放射する、実施態様５
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（７）　前記ライトが約３００～４００ルクスの光を放射する、実施態様６に記載の装置
。
（８）　前記光源が１つ又は２つ以上の発光ダイオードを含む、実施態様１に記載の装置
。
（９）　前記装置が１本又は２本以上の光パイプを含む、実施態様８に記載の装置。
（１０）　前記１本又は２本以上の光パイプが光ファイバー経路を含む、実施態様９に記
載の装置。
【００３８】
（１１）　前記光源が前記１枚又は２枚以上の光学レンズの少なくとも一部に前記青色光
を放射する、実施態様４に記載の装置。
（１２）　前記光源が前記１枚又は２枚以上の光学レンズの少なくとも一部に前記青色光
を放射する、実施態様７に記載の装置。
（１３）　前記眼鏡フレームの前記着用者の前記眼にもたらされる光量を制御するための
機構を更に含む、実施態様１に記載の装置。
（１４）　前記光量を制御するための機構が、前記眼鏡フレームの前記着用者によって調
整され得る、実施態様１３に記載の装置。
（１５）　前記光量を制御するための機構が、デジタルソフトウェアを実行するプロセッ
サによって調整され得る、実施態様１３に記載の装置。
【００３９】
（１６）　前記光量を制御するための機構が、前記眼鏡フレームの着用者の血液中で測定
されたメラトニンの量に基づいて調整され得る、実施態様１３に記載の装置。
（１７）　前記光量を制御するための機構が、前記眼鏡フレームの着用者がさらされる周
辺光の量に基づいて調整され得る、実施態様１３に記載の装置。
（１８）　周辺光の量を測定するために前記眼鏡フレームに取り付けられたセンサーを更
に含み、前記センサーが周辺光の量を示す電気信号を前記プロセッサに提供する、実施態
様１７に記載の装置。
（１９）　前記１つ又は２つ以上の光源と電気的に導通する電源を更に含む、実施態様１
に記載の装置。
（２０）　前記電源が充電式電池を含む、実施態様１９に記載の装置。
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